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光スイッチ型海洋分解性の可食プラスチック
の開発研究



OFF型光スイッチ型生分解性プラスチック

（複合体）

還元型抗菌性
光触媒

海洋分解性
プラスチック

使用中は
生分解が抑制

使用後は
生分解が進行

光照射下では
→光触媒による抗菌作用ON

生分解OFF

OFF型光スイッチに
よる生分解性制御

暗所では
→抗菌作用OFF

生分解ON

微生物作用受ける微生物作用はね返す

・コンポジット化（産総研、大阪産業技術研） ・還元型抗菌性光触媒の開発（農工大）

・抗菌活性評価（大阪産業技術研） ・海洋生分解性評価（産総研、神戸大等）
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海洋生分解性評価

抗菌活性評価

浸漬前

浸漬後

保湿用ガラス

保護フィルム 試験菌

調湿用ろ紙 ガラス棒

シャーレ

コンポジットフィルム
(生分解性プラスチック＋光触媒）

光照射

→重量保持率等を評価

→光照射下、光触媒コンポジットフィルムと試験菌を

接触させ、一定時間経過後の生菌数の増減を測定す

ることにより評価

両評価に有意な相関性が見られるようになれば、抗菌

活性評価から海洋生分解性について予測を立てること

が可能になる。
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海中に一定期間
浸漬させる
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最終目標

抗菌性光触媒をコンポジット化した海洋生分解性プラスチック
について、成形、形状、使用目的などを想定した上で抗菌活
性評価を行い、その光スイッチング効果の特性を明確にし、
実用化に向けた添加剤の種類、濃度のカスタマイズできる知
見を体系化する。

開発項目

・抗菌活性評価系の構築（光源、照射強度、対象微生物等）
・実験室レベルでの光スイッチ性能（抗菌性）の評価
・実環境試験（海洋生分解性評価）との相関性評価
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— P25
— g-C3N4

・可視光応答性光触媒に対する抗菌活性評価（公定法）は、

白色蛍光灯（室内光）を光源としていた。

・屋外（太陽光下）での使用を考慮して、蛍光灯とキセノンラ

ンプ（模擬太陽光）を比較し、適切な光源系を選択する。
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・種々のキセノンランプの中で、紫外光が多いタイプ（UV-VIS 

type）は紫外線による菌の死滅が起こる。

・紫外光の少ないタイプ（VIS type、Sun light type）のキセノ

ンランプを用いると、紫外線による菌の死滅は起こりにくい。生
菌

数
〔
L

o
g(

C
F

U
/m

L
)〕

光触媒未添加フィルムを用いた抗菌活性

抗菌活性評価系の構築

強
度

紫外領域の波長スペクトルに違いがある

紫外線による死滅
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実環境試験（海洋生分解性評価）
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神戸（2021.11.26-2021.12.9） （水深約1.5m）

PCL
浸漬後写真

重量保持率(%)
12.9 84.6 42.8

46.8
PCL＋

浸漬後写真
光触媒①

重量保持率(%)
89.6 79.4 89.8

86.3
PCL＋

浸漬後写真
光触媒②

重量保持率(%)
48.1 69.1 51.1

56.1
PCL＋

浸漬後写真
光触媒③

重量保持率(%)
69.3 70.9 74.1

71.4
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スイッチ機能なし

2週間で大きく減少

生分解の進行を抑制

スイッチ機能あり

2ｗ

海中での最大照度：6,000 Lx
日中の平均照度：1,500 Lx

参考
室内 300-1,000 Lx
屋外 曇天 ～30,000 Lx

晴天 ～100,000 Lx 

浸漬日数
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